
Y
M
C
B

キャリガイ クラ担編集記事用フォーマット／↑382×→271（ドブ3mm）＿InDesign CS2

Y
M
C
B

vol.7vol.7

なるには？

出典：ゼクシィnetユーザーアンケート
調査期間／2010年8月26～30日、有効回答数／203人（女性）

●既婚女性に聞きました！
「もし、夫婦別姓を選べるとしたら、
彼と自分の名字、どちらがいいですか？」

石油などのエネルギー資源や金属・木材・ゴムなどの原材料、さらには衣料
品や食料品まで日本には世界各国から様々なモノが輸入されている。一方
で日本からも自動車をはじめさまざまな工業製品などを輸出。このような貿易
には多くの業種がかかわっており、語学力を生かして海外で活躍する職種
も少なくない。そんな貿易業界の仕事や最新動向を解説。

語学力を武器にして
海外で活躍する職種も！

2010年の輸出入総額はそれぞれ60兆円超

最新の業界事
情

　財務省の貿易統計によると、2010年の日本の貿易総額は、輸出が67兆3996億
円、輸入が60兆7650億円。2009年との比較では輸出が約13兆円、輸入が約9兆
円増加している。2011年は東日本大震災の影響が懸念されるが、早期の回復が期
待されるところだ。なかでも、日本は少子化に伴い国内需要が縮小傾向にあるため、中
国をはじめとする新興国への輸出は経済成長のカギを握っている。
　企業は物流の低コスト化、効率化に熱心に取り組んでおり、最近では商社を介さず
に輸出入を行う会社が増加。物流会社が存在感を増す一方、総合商社は物流・マー
ケティングに関するビジネスサポートや資金の出資など事業の幅を広げている。

関
税
の
複
雑
化
な
ど
で
さ
ら
に

存
在
感
を
増
す
エ
キ
ス
パ
ー
ト

　

運
送
会
社
で
ド
ラ
イ
バ
ー
を
し
て
い
た
佐
藤
さ
ん
は
20

代
後
半
で
一
念
発
起
。
半
年
間
通
関
士
の
勉
強
を
し
、29

歳
で
合
格
。現
在
、通
関
士
に
な
っ
て
５
年
目
だ
。

 

「
通
関
士
の
仕
事
は
、荷
主
に
代
わ
っ
て
税
関
に
対
す
る

貨
物
の
輸
出
入
の
申
告
を
し
、許
可
を
得
る
仕
事
。荷
物

が
運
ば
れ
る
長
い
ス
パ
ン
の
中
で
見
れ
ば
一
点
に
か
か
わ
る

仕
事
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、こ
の一
点
が
深
い
ん
で
す
」

　

申
告
書
類
の
作
成
や
提
出
を
行
う
に
は
資
格
が
必
須

だ
が
、さ
ら
に
、商
品
の
種
類
ご
と
に
異
な
る
関
税
の
知

識
、食
品
か
ら
化
学
品
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
貨
物
に
関
す

る
商
品
知
識
や
関
連
す
る
国
内
法
の
知
識
な
ど
も
求
め

ら
れ
る
。
最
近
で
は
Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協
定
。
締
結
国

間
の
関
税
撤
廃
な
ど
を
定
め
る
）の
拡
大
、Ａ
Ｅ
Ｏ（
法
令

の
遵
守
に
優
れ
た
輸
出
入
者
を
税
関
が
認
定
す
る
制

度
）へ
の
対
応
な
ど
、通
関
士
の
専
門
能
力
が
求
め
ら
れ

る
局
面
が
増
え
、プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
の
存
在
意

義
や
や
り
が
い
は一
層
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
。

　

内
勤
の
事
務
仕
事
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、若
手

の
こ
ろ
は
税
関
に
出
向
い
て
書
類
に
関
す
る
疑
問
を
聞
い

た
り
、貨
物
の
審
査
に
立
ち
会
っ
た
り
す
る
こ
と
も
多
い
。

だ
か
ら
運
転
免
許
は
取
っ
て
お
く
べ
き
だ
そ
う
。

　

高
い
専
門
性
と
安
定
性
、加
え
て
意
外
と
ア
ク
テ
ィ
ブ

な
一
面
が
通
関
士
の
魅
力
だ
と
佐
藤
さ
ん
は
話
す
。

職種 PICK UP!

始
業
は
9
：
00
だ
が
8
：
00
に
は
出
社
。
今
は
、佐
藤
さ
ん
自
身

は
税
関
に
赴
い
て
の
業
務
は
行
っ
て
い
な
い
た
め
、午
前
中
は
午

後
の
税
関
へ
の
便
に
乗
せ
る
申
告
書
類
を
作
成
。
午
後
は
翌

日
の
便
に
乗
せ
る
書
類
を
作
る
ほ
か
、荷
物
の
検
査
が
必
要
な

場
合
は
そ
の
手
配
な
ど
を
行
う
。18
：
00
に
終
業
。

大
学
に
通
い
な
が
ら
学
内
の
講
座
や
外
部
の
資
格
ス
ク
ー

ル
で
在
学
中
に
資
格
取
得
す
る
か
、通
関
士
を
養
成
す
る

専
門
学
校
な
ど
で
学
ぶ
の
が
ベ
タ
ー
。
大
学
の
学
部
は
不

問
。
工
業
製
品
や
化
学
品
な
ど
も
扱
う
の
で
理
系
出
身

者
も
実
は
貴
重
な
存
在
だ
と
い
う
。語
学
力
は
英
検
準
２

級
程
度
で
十
分
だ
が
、通
関
士
に
加
え
て
高
度
な
語
学

力
が
あ
れ
ば
商
社
な
ど
へ
の
就
職
チ
ャ
ン
ス
も
広
が
る
。

佐
藤
さ
ん
の「
1
日
」
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この面を表にして教室に掲示してください

大阪府立長野北
高校、大阪外語専
門学校卒業。事
務職、ドライバーを
経て、29歳で通関
士取得。派遣社員
として通関業者に
転職し、現在は正
社員。

通関士

鈴与東京通関株式会社 業務部通関課 通関士

佐藤健太郎さん（34歳）

Registered Customs Specialist

商社営業は自分が扱っている商品に関してエキスパ
ートであることが求められる。国内外のマーケット（市
場）の最新動向を把握・分析することはもちろん、世

界各国の産地の状況や個
別の企業に関する情報、国
内外のライバル企業の動き
などを常にリサーチし、熟知し
ておくことが必須。

貨物の輸送や効率的な物流システム（ロジスティクス）の提
案などを行う会社。海運会社や航空会社も物流会社に含ま
れる。海外・国内に多数の輸送手段、倉庫などのネットワーク
を持ち、より低コストで無駄な在庫を発生させない物流システ
ムを顧客企業に提案。実際の輸送も請け負う。

物流会社

な
ど
に
基
づ
く
意
見
が
多
い
。一
方
、反
対
派
は「
家

族
の一
体
感
が
損
な
わ
れ
る
」「
伝
統
を
壊
し
て
ま
で

変
え
る
必
然
性
が
な
い
」と
い
う
意
見
が
中
心
。
ま

た
、必
ず
し
も
男
女
で
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、自
分
自
身
は
夫
の
姓
を
名
乗
り
た
い
と

考
え
る
女
性
も
多
い（
グ
ラ
フ
参
照
）。

　

で
は
、こ
の
テ
ー
マ
を
考
え
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
何

か
？　

金
野
さ
ん
は
こ
う
解
説
す
る
。

 

「
ま
ず
は
デ
ー
タ
や
事
実（
日
本
で
は
婚
姻
時
に
夫

側
の
姓
を
選
ぶ
夫
婦
が
95
％
、世
界
的
に
見
て
も
夫

婦
別
姓
が
選
択
で
き
な
い
国
家
は
少
な
い
、な
ど
）に

基
づ
き
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で
考
え
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
ま
た
、自
分
が
ど
う
し
た
い
か
と
い
う
視
点
と
社

会
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
視
点
を
切
り
分
け
て

考
え
る
こ
と
も
重
要
。
自
分
と
異
な
る
意
見
・
立
場

に
あ
る
人
の
こ
と
を
想
像
し
、多
様
性
を
受
け
入
れ

る
ス
タ
ン
ス
が
大
切
で
す
」

　

な
お
、金
野
さ
ん
は
、国
際
人
権
規
約
Ｂ
規
約
は

そ
の
ま
ま
国
内
法
と
し
て
効
力
を
も
ち
、民
法
よ
り

も
優
先
順
位
が
上
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
。こ
う
し
た

〝
事
実
〞を
踏
ま
え
つ
つ
、一
方
で
は「
家
族
の
絆
と
は

何
か
？
」と
い
っ
た
身
近
な
部
分
か
ら
考
え
を
掘
り

下
げ
る
必
要
も
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、あ
な
た
が
選

択
的
夫
婦
別
姓
に
つ
い
て
出
す
結
論
は
？

国
際
的
に
は
選
択
的
夫
婦
別
姓
が

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る

　

選
択
的
夫
婦
別
姓
を
含
む
民
法
改
正
を
求
め
る

動
き
は
、民
主
党
へ
の
政
権
交
代
後
、改
め
て
活
発

化
。ニュ
ー
ス
な
ど
で
目
に
し
た
高
校
生
も
多
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
？　

で
は
、な
ぜ
今
こ
の
テ
ー
マ
が

取
り
上
げ
ら
れ
、何
が
論
点
に
な
っ
て
い
る
の
か
、早

稲
田
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授
で
弁
護
士

の
金
野
志
保
さ
ん
に
聞
い
た
。

 

「
背
景
の一つ
は
国
際
社
会
の
流
れ
。
男
女
平
等
を

唱
え
た
国
際
人
権
規
約
Ｂ
規
約
な
ど
に
基
づ
き
、今

や
先
進
諸
国
の
ほ
と
ん
ど
で
夫
婦
別
姓
が
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、働
く
女
性
が
増

え
、通
称
姓
を
使
う
場
合
の
不
都
合
な
ど
が
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
い
で
す
ね
」

　

職
場
な
ど
で
結
婚
後
も
旧
姓
を
通
称
姓
と
し
て

名
乗
り
続
け
る
女
性
は
多
い
が
、そ
の
場
合
、例
え

ば
、通
称
姓
で
身
分
証
明
で
き
な
い
な
ど
の
不
便
が

あ
る
。他
方
で
、入
籍
せ
ず
事
実
婚
を
選
択
し
、姓
を

変
更
し
な
い
道
を
選
ぶ
と
、配
偶
者
と
し
て
の
相
続

の
権
利
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
の
問
題
が
生
じ
る
。

　

賛
成
派
・
反
対
派
の
論
拠
は
多
様
だ
が
、賛
成
派

は
、男
女
平
等
、選
択
の
自
由
、現
実
的
な
不
便
さ

間
帯
だ
け
で
は
な
く
、『
交
代
制
』欄
を
必
ず
チ
ェ

ッ
ク
し
て
、そ
の
有
無
と
早
番
・
遅
番
な
ど
の
就
業

時
間
帯
を
見
て
お
き
ま
し
ょ
う
。ま
た
、休
日
に
関

し
て
は
、『
週
休
２
日
制
』欄
の〝
有
〞に
丸
が
あ
っ

て
も
必
ず
毎
週
２
日
休
み
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」（
薄
井
さ
ん
）

　

そ
の
ほ
か
、「
採
用
・
離
職
状
況
」欄
で
は
、過
去

３
年
の
高
卒
採
用
者
数
や
そ
の
う
ち
の
離
職
者

数
を
把
握
で
き
る
。
年
齢
の
近
い
先
輩
の
数
、ま

た
入
社
後
ま
も
な
く
辞
め
て
し
ま
っ
た
人
の
数
が

わ
か
れ
ば
会
社
選
び
の
参
考
に
な
る
は
ず
だ
。

 

「
中
小
企
業
に
も
い
い
会
社
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
求
人
票
の
会
社
名
や
企
業
規
模
だ
け
を
見

て
安
易
に
判
断
せ
ず
、し
っ
か
り
情
報
収
集
し
て
、

長
い
目
で
見
て
自
分
の
や
り
た
い
仕
事
が
で
き
る

会
社
を
探
し
て
く
だ
さ
い
」（
薄
井
さ
ん
）

小学校の先生にあこがれて
　中学3年で進路を考えた時、小学校の
先生を思い出しました。吹奏楽部の顧問
が大変厳しい人だったのですが、私が部
活を辞めようとしたら、私といっしょに泣きな
がら相談に乗ってくれたことがありました。
その時、本当は誰よりも児童のことを考え
ている先生なんだとわかりました。彼女にあ
こがれて、教員になろうと決意。進路を決
めてからは勉強も頑張り、当初は合格圏
外だった大学に入りました。

教員から国家公務員に
　大学卒業後は、教員として小学校と中
学校に勤めました。子どもは、その日にでき
なくても次の日にはできたり、1日ですごく成
長するので、毎日感動していました。特に、
お別れの時に歌を歌ってくれる姿を見たら、
それぞれの子どもの成長が思い出されて涙
が止まりませんでした。
　でも、残念なことに世の中には虐待など
子どもの悲しいニュースがあふれています。

私は、受け持った学級のためだけでなく、も
っと広く子どもたちを支援したいと考えるよ
うになり、国の機関である文部科学省で働
きたいと考えるようになりました。

日本の子どものために
　入省後は、まず当時開始直前だった教
員免許更新制の周知活動に従事しまし
た。次に課内の予算担当、そして採用担
当と、さまざまな仕事を経験してきました。
当初は、「学校現場から遠くなってしまった
けれど、私の仕事は子どもたちに届いてい
るのかな」と不安でしたが、「私が働いて先
生方の環境がよくなれば、子どもたちの環
境もよくなる」と前向きに考えるようになりま
した。組織の中では、自分が考えていなか
った仕事に就くこともありますが、自分なり
に意義を見いだして取り組むことが大事だ
と考えています。
　高校生のみなさんには、いろんなことに
挑戦してもらいたいです。やり直しはいくら
でもできます。自分の可能性をどんどん広
げてください。

現
代
社
会
の
基
礎
サ
バ
イ
バ
ル
知
識

７
月
１
日
か
ら
来
春
卒
業
予
定
の
高
校
生
を
対
象
と
し
た
求
人
が

公
開
さ
れ
る
。そ
の
前
に
求
人
票
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
！

知らないと損をする！
　

初
め
て
の
就
職
活
動
に
な
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん

ど
の
高
校
生
に
と
っ
て
、求
人
票
（
★
）に
あ
る
情

報
を
正
確
に
読
み
取
る
の
は
難
し
い
も
の
。
そ
こ

で
、厚
生
労
働
省
東
京
労
働
局
若
年
雇
用
係
の

薄
井
明
美
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
っ
た
。

 

「
ま
ず『
職
種
』と『
作
業
内
容
等
』は
皆
さ
ん
チ

ェ
ッ
ク
す
る
と
思
い
ま
す
が
、文
字
情
報
だ
け
だ
と

高
校
生
に
は
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
確
認
し
て
も
ら
い
た
い
の
が

『
補
足
事
項
』欄
。
こ
こ
で
職
場
見
学
の
実
施
の

有
無
や
日
程
が
わ
か
る
の
で
、現
場
を
見
て
判
断

す
る
機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
」

　

労
働
条
件
も
要
チ
ェッ
ク
。
賃
金
に
関
し
て
は
、

「
定
額
的
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
の
合
計
」だ
け
で

な
く「
手
取
額
」を
し
っ
か
り
確
認
し
て
お
こ
う
。

 

「
就
業
時
間
に
関
し
て
は
、『
就
業
時
間
』欄
の
時

求
人
票
の
見
方

vol.10

今回の
テーマ

撮影／小野 啓

彼の名字

自分の名字

32%

68%

今回のテーマ

〝選択的夫婦別姓〞
夫婦が別々の名字を選ぶことができる
「選択的夫婦別姓」。政治の舞台でも、
国民レベルでも断続的に議論が続けら
れているが、意見が大きく分かれている
のが現状。さて、あなたは賛成？ 反対？

参考DATA

小売店や通販会社、卸売会社な
どで、商品の買い付けをする担当
者。海外の商品を扱う場合は、自
ら現地に飛び、現地の店や業者
と交渉して、買い付ける商品の選
定や輸入の手配を行う。

バイヤー

輸入した商品はデパートやスーパ
ーマーケット、ショップなどの小売
店や通販会社で販売される。商
社や輸入代理店などを経ずに自
ら商品の輸入を行う小売店・通販
会社もある。

小売店

個人輸入代行業者

輸入は個人でも行うことができるが手続きが煩雑なた
め、個人の依頼を受けて代行する会社がある。家具、自
動車、衣料品などそれぞれの会社に得意分野がある。

税関を通す（通関）ための書類
の作成や通関手続きを代行す
る専門家。通関士は国家資格
であり、通関書類の審査や記
名押印ができるのは通関士の
み。商社などでも活躍。

通関士

貨物を検査して輸出入の許可
を与え、輸入の場合は関税を徴
収する行政機関。税関職員は
国家公務員。輸出入には法律
上の規制が多数あり、必ず税
関を通さなければならない。

税関

メーカーでは、資材調達部門な
どが原材料や資材の輸入を担
当し、国際部門などが製品の
輸出を担当する。商社を経由す
る場合と、自社で直接輸出入を
行う場合とがある。

メーカー

自社の製品を海外に販売する
営業職。現地の企業と直接取
引をする場合もあれば、現地の
販売代理店の開拓や代理店と
のやり取りがメインになる場合
も。語学力が必須の仕事だ。

海外営業

海外のメーカーや輸出業者と
契約して、国内で特定のブラン
ド・製品を独占的に扱い、卸売
りや販売をする会社。自動車、
アパレル、時計、化粧品などの
商品に多いビジネス形態。

輸入総代理店

商品を輸出する際の通関書類
の作成や輸送・通関の手配、輸
入する際の通関手配や関税・
消費税の納付、倉庫の手配な
どを行う仕事。メーカーや物流
会社、通関業者でも活躍。

貿易事務

ITを駆使して、物流システムの企
画提案や導入後の物流の管理
などを行う仕事。マーケットのニー
ズや顧客企業の生産計画に基
づいて適正な在庫量を算出し、最
適な物流システムを考える。ITや
統計学などの知識が必要。

ロジスティクス管理

商品の輸出入を行う会社からの
依頼を受けて通関手続きを代行
する会社。税関への輸出入の申
告の代行、 輸入の際の関税・消
費税などの申告納付の代行が
主な業務。

通関業者

幅広い商品・サービスを扱う総
合商社に対し、日用品、食品、
金属、半導体、化学製品、医
薬品など分野を特化した商社
を専門商社という。取引相手国
を特化している会社も。

専門商社

エネルギー資源や原材料、工業
製品、食料品など幅広い商品の
貿易・販売やそこから派生するさ
まざまなサービスを行う会社。最
近は、グローバルなビジネスのノ
ウハウを生かした国内・海外企
業への出資、新規事業開発など
が事業の中心になっている。

総合商社

幅広い商社営業の仕事

商社海外営業の取引相手は主に現地の企業。単に
商品を安く買うための価格交渉をするだけでなく、生産
を拡大するために出資するケースなどもある。石油、天

然ガスといったエネルギー資
源を扱う場合などは現地国
の政府関係者と交渉するこ
とも。語学力はもちろん高度
な交渉力も必須の能力。

総合商社は、海外での石油プラン
ト（生産設備）などの開発、海外
アパレルブランドの日本展開など、
グローバルなビジネスを自ら仕掛
けることも多い。こうしたプロジェク
トの立ち上げや管理・運営にかか
わることも。

製品の卸売り
輸入した商品は、卸売業者などを経由して小売
店などに卸す。商社が自ら販売会社に出資す
るなどして販路拡大などにかかわるケースも。

原材料などの
販売

物流会社が
通関業を行っている場合も

製品の輸出・
原材料の輸入

輸送などの
依頼

通関手続きの依頼

通関手続き

海外を飛び回り、担当する商品
を輸入するための調査・交渉・
手配、関連する事業の企画・立
ち上げなどに携わる。案件によ
っては数百億円規模の取引に
かかわることも。国内の販売ルー
トの開拓やビジネスの提案など
を行う営業職もある。

商社営業

情報収集 海外企業や政府との交渉

プロジェクトの
立ち上げや運営
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覚えておきたい求人票基礎用語
「手取額」：総支給額から社会保険料や税金を差し引いて給料日に
受け取ることができる金額。
「交代制」：早朝から午後までの早番、午後から夜までの遅番などに
分かれている制度。入社後は早番勤務の場合もあれば遅番勤務の
場合もあるので注意。
「完全週休2日制」：毎週必ず2日休みがある制度（土日とは限らな
い）。「完全」がつかない場合は、毎月週休2日の週が1週以上あると
いう意味。

ダウンロード可 ※キャリアガイダンス.net　http://souken.shingakunet.com/career_g/
発行号の紹介ページ目次から求人票の見本をダウンロードできます

取材協力／LEC東京リーガルマインド

学校の教員でも
文部科学省の
職員でも
『子どもたちのため』
という軸は変わらない

じぶん
switch!

1982年生まれ。栃木県立真岡女子高校、宮城教
育大学学校教育教員養成課程理科教育専攻卒
業。小学校や中学校で教員として勤めた後、国家
公務員採用Ⅱ種試験を受けて文部科学省に入
省。初等中等教育局教職員課教員免許企画室を
経て現職。

Yoshida Megumi
文部科学省　大臣官房人事課任用班　任用第一係

Profile

国家公務員

スイッチの入った
あの時

吉田 恵さん（28歳）

吉田さん使用画像：yoshida-7
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